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式
典
は
午
後
２
時
か
ら
、
中
央
大
学
学
友
会
文
化
連
盟

音
楽
研
究
会
に
よ
る
戴
冠
式
行
進
曲
「
王
冠
」
の
荘
厳
な

奏
楽
で
幕
を
開
け
、
曽
根
純
恵
さ
ん
（
経
済
学
部
卒
）
と

山
口
真
孝
さ
ん
（
文
学
部
４
年
）
の
司
会
で
進
め
ら
れ
た
。

◇
創
立
者
、
先
人
に
敬
意
と
感
謝
◇

　

創
立
１
２
５
周
年
記
念
式
典
実
行
委
員
長
の
大
久
保
信

行
常
任
理
事
に
よ
る
開
式
の
辞
の
あ
と
、
久
野
修
慈
理
事

長
と
永
井
和
之
総
長
・
学
長
が
式
辞
に
立
っ
た
。

式辞を述べる久野修慈理事長

Ｃ
Ｇ
映
像
を
駆
使
、

Ｖ
Ｒ
＆
寸
劇
を
上
演

建
学
の
精
神
に
立
ち
返
り
、

未
来
を
見
据
え
る

創
立
１
２
５
周
年
を
迎
え
た
本
学
は
11
月
13
日
（
土
）、

盛
大
に
記
念
式
典
を
挙
行
し
た
。
会
場
の
多
摩
キ
ャ
ン

パ
ス
・
ク
レ
セ
ン
ト
ホ
ー
ル
（
９
号
館
）
に
は
、
来
賓

は
じ
め
卒
業
生
や
海
外
協
定
校
、
他
大
学
代
表
者
、
そ

れ
に
本
学
関
係
者
な
ど
約
１
６
０
０
人
が
列
席
。『
中
央

大
学　

源
流
、
記
憶　

そ
し
て
未
来
へ
』
と
題
す
る

Ｖ
Ｒ（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）＆
寸
劇
で
建
学
の
精

神
を
振
り
返
る
な
ど
、
厳
粛
の
う
ち
に
創
立
１
２
５
周

年
を
祝
っ
た
。
式
典
の
模
様
は
、
８
号
館
の
大
教
室
で

の
同
時
中
継
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
配
信
さ

れ
た
。

1600 人が列席して挙行された創立125周年記念式典

盛
大
に
創
立
１
２
５
周
年

記
念
式
典
を
挙
行

盛
大
に
創
立
１
２
５
周
年

記
念
式
典
を
挙
行
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久
野
理
事
長
は
、「
創
立
１
２
５
周
年
記
念
式
典
を
開

会
で
き
た
こ
と
は
光
栄
で
あ
り
喜
び
で
も
あ
り
ま
す
」
と

述
べ
た
う
え
で
、
中
央
大
学
の
輝
か
し
い
伝
統
と
確
固
た

る
地
位
を
築
い
た
創
立
者
や
先
人
に
敬
意
と
感
謝
の
意
を

表
し
た
。
ま
た
、「
中
央
大
学
は
世
界
に
存
在
感
の
あ
る

大
学
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
社
会
に
貢
献
し
、
社
会

を
豊
か
に
し
、思
い
や
り
を
も
っ
て
未
来
を
描
い
て
い
く
」

と
式
辞
を
述
べ
た
。

　

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ガ
ウ
ン
を
身
に
ま
と
っ
て
登
壇
し
た
永

井
総
長
・
学
長
は
、
先
人
に
尊
敬
と
感
謝
の
意
を
表
し
た

う
え
で
、「
複
雑
な
社
会
状
況
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に

は
、
社
会
の
お
か
し
い
こ
と
を
お
か
し
い
と
感
じ
、
そ
の

社
会
の
課
題
に
応
え
ら
れ
る
英
知
を
養
う
こ
と
が
必
要
で

あ
る
」
と
指
摘
。
さ
ら
に
、「
大
学
は
宇
宙
的
視
野
を
持
ち
、

総
合
的
・
複
合
的
教
育
を
行
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
」

な
ど
と
強
調
し
、「
本
学
を
よ
り
一
層
発
展
さ
せ
て
い
く

こ
と
を
、
こ
こ
に
誓
い
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
、
ま
ず
鈴
木
寛
文
部
科
学
副
大
臣
が
、

中
央
大
学
総
合
政
策
学
部
の
客
員
教
授
を
し
た
こ
と
が
教

育
者
の
道
に
進
ん
だ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
、
と
自
身
の

キ
ャ
リ
ア
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
都
合
に
よ
り
欠
席
の
高

木
義
明
文
部
科
学
大
臣
に
代
わ
っ
て
、「
貴
校
は
こ
れ
ま

で
わ
が
国
の
様
々
な
分
野
に
多
く
の
す
ぐ
れ
た
実
務
家
を

輩
出
し
、
国
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た

ゆ
み
な
い
努
力
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
祝

辞
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
白
井
克
彦
日
本
私
立
大
学
連
盟
会
長
が
、「
中

央
大
学
は
１
９
５
１
年
の
日
本
私
立
大
学
連
盟
発
足
以
来
、

常
に
先
導
的
立
場
か
ら
私
学
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
き
ま

し
た
」
と
述
べ
た
う
え
で
、「
21
世
紀
に
新
し
い
形
を
残

そ
う
と
奮
闘
し
て
い
る
貴
校
が
今
後
も
わ
が
国
の
教
育
に

多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
」

と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

最
後
に
、
エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
ウ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
、

英
国
ミ
ド
ル
テ
ン
プ
ル
代
表
が
、「
増
島
六
一
郎
博
士
は

永井和之総長・学長

鈴木寛文部科学副大臣

白井克彦日本私立大学連盟会長
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じ
め
貴
校
の
創
立
に
参
画
さ
れ
た
４
人
の
法
律
家
が
ミ
ド

ル
テ
ン
プ
ル
で
学
ん
だ
こ
と
は
私
の
大
き
な
誇
り
で
す
」

と
祝
辞
を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
あ
の
時
代
に
単
身
で
地

球
を
半
周
し
、
外
国
の
法
律
を
学
ぼ
う
と
す
る
の
は
、
多

く
の
困
難
や
孤
独
感
と
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
増
島

博
士
は
、
私
の
〝
ヒ
ー
ロ
ー
〞
の
一
人
で
も
あ
り
ま
す
」

と
述
べ
、
創
立
者
に
賛
辞
を
お
く
っ
た
。

◇
ミ
ド
ル
テ
ン
プ
ル
の
貴
重
資
料
も
◇

　

来
賓
祝
辞
の
あ
と
、
休
憩
を
は
さ
み
、
音
楽
研
究
会
に

よ
る
行
進
曲
「
威
風
堂
々
」
の
奏
楽
と
混
声
合
唱
部
、
男

声
合
唱
部
の
合
唱
で
、
２
幕
に
移
っ
た
。

　

舞
台
上
で
は
、
黒
田
絵
美
子
総
合
政
策
学
部
教
授
の
台

本
・
演
出
に
よ
る
Ｖ
Ｒ
＆
寸
劇
「
中
央
大
学　

源
流
、
記

憶　

そ
し
て
未
来
へ
」
が
上
演
さ
れ
た
。
バ
イ
オ
リ
ン
と

ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
バ
ッ
ク
に
落
語
家
の
柳
家
さ
ん
喬
師
匠

（
中
大
附
属
高
等
学
校
卒
）、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
女
優
の
宮
ヶ

原
千
絵
さ

ん
（
総
合

政
策
学
部

４
期
生
）、

吉
岡
拓
麻

さ
ん
（
商

学
部
３

年
）
の
３

名
が
寸
劇

を
演
じ
る

約
30
分
の

創
作
劇
で
、

舞
台
背
後

の
大
型
ス

ク
リ
ー
ン

（
12
ｍ
×

５
ｍ
）
に

は
、
高
度

な
Ｃ
Ｇ
技

術
に
よ
っ
て
再
現
さ
れ
た
駿
河
台
時
代
か
ら
今
日
に
至
る

ま
で
の
Ｖ
Ｒ
映
像
が
映
し
出
さ
れ
た
。

　

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
使
っ
て
時
空
間
を
飛
び
越
え
る
設

定
で
物
語
が
ス
タ
ー
ト
。
１
８
８
１
年
に
増
島
六
一
郎
氏

が
単
身
留
学
し
た
ミ
ド
ル
テ
ン
プ
ル
も
再
現
さ
れ
、
１
８

８
３
年
に
優
秀
な
成
績
で
ロ
ー
マ
法
の
試
験
に
合
格
し
、

卒
業
し
た
当
時
の
貴
重
な
資
料
も
投
影
さ
れ
た
。

　

関
東
大
震
災
で
神
田
に
あ
っ
た
校
舎
が
焼
け
落
ち
、
駿

河
台
へ
移
転
。
戦
時
中
の
昭
和
19
年
に
戦
地
へ
赴
く
学
友

を
『
惜
別
の
歌
』
で
送
り
出
し
た
場
面
が
再
現
さ
れ
る
と
、

会
場
に
は
涙
を
ぬ
ぐ
う
人
の
姿
も
み
ら
れ
た
。

　

「
行
動
す
る
知
性
。」、
そ
れ
は
他
人
（
ひ
と
）
を
思
い
、

明
日
を
思
う
心
。
他
人
へ
の
優
し
さ
が
経
済
・
社
会
・
環

境
な
ど
の
道
を
照
ら
す―

。
こ
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

残
し
て
Ｖ
Ｒ
＆
寸
劇
は
幕
を
下
ろ
し
、
会
場
は
大
き
な
拍

手
と
歓
喜
に
包
ま
れ
た
。

◇
学
部
生
ら
34
人
が
「
誓
い
の
言
葉
」
◇

　

こ
の
あ
と
、
現
役
の
中
央
大
学
学
部
生
と
大
学
院
生
、

専
門
職
大
学
院
生
、
附
属
の
高
等
学
校
・
中
学
校
生
徒
の

計
34
人
が
、「
誓
い
の
言
葉
」
を
述
べ
、
最
後
に
、
参
加

者
全
員
が
起
立
し
て
校
歌
を
斉
唱
し
、
記
念
式
典
は
閉
幕

し
た
。

 

（
学
生
記
者　

中
野
由
優
季
＝
法
学
部
１
年
）

ミドルテンプルのエイドリアン・ウイットフィー
ルド代表

34人が「誓いの言葉」




